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自在音声対話の研究開発 

 

２０２３年度までの進捗状況 

１．概要 

音声認識・対話技術を発展させて、人間のようにホスピ

タリティの感じられる自律的な音声対話システムを実現す

るとともに、アバターが操作者の意図や状況に応じて、遠

隔操作対話と自律対話を臨機応変に切り替えられる自在対

話技術を開発します。高齢者の傾聴対話、案内・プレゼン

テーション、就職面接対話、相談・カウンセリング、接客・

営業などの応用場面を想定して、システムを開発します。 

本研究開発は、本プロジェクトにおいて、音声言語によ

る対話処理の高度化を担っています。音声対話システムは、

スマートスピーカやチャットボットなどにおいて実用化さ

れましたが、画一的な知識レベルのやりとりにとどまって

います。人間のように長く深い対話を実現するには、ユー

ザの状況（対話内外を含む）の理解とともに、自然な相槌

や共感的な応答の生成が不可欠です。さらに、アバター技

術との迅速かつシームレスな切替えに必要な対話制御や要

約の処理について研究を行います。 

これらを統合したシステムと CG アバター操作環境を開

発します。全体像を以下に示します。 

 

２．２０２３年度までの成果 

⚫ 音声処理 

① 展示会場・ストリート（下写真左）・カフェテリア（下

写真右）などの実環境騒音下において、自然な発話を

収録し、頑健に動作する音声分離・認識を実現しまし

た。このシステムはショッピングモールの実証実験に

おいて高い効果を示しました。 

② 感情表現ができ、自然性の高い低遅延の音声合成を実

現しました。また、リアルタイムに動作する音声変換

を実現しました。国際会議における合成音声の自然性

を評価するコンテストで１位となりました。 

③ 対話相手の人間に同調して相槌や笑いを生成するロ

ボットを実現しました。この論文発表に関して、英国

Guardian, Telegraph, Independent, BBC World など

数多くの海外メディアで取り上げられ、フランス大手

メディアによる 2022 年度世界１０大イノベーション

に選ばれました。 

⚫ 言語・対話処理 

① 世界最大規模の Persona 情報付き対話データと日本

語初の大規模タスクコーパスを構築しました。 

② ユーザのパーソナリティに応じた対話の振舞い制御

を提案・実装しました。本研究は、対話システムに関

する国際会議 IWSDS 2023 で Best Paper Award を受

賞しました。 

③ 自然性の高い CG アバターを設計し、自律システムと

遠隔操作の両方で動作するソフトウエア環境を構築

しました。 

⚫ 統合システムと実証実験 

① ３名相手に同時並列に傾聴するシステムを作成し、動

作を確認しました。操作者が介入することによって、

自律システムのみの場合と比べて、共感に関する評価

が高くなる効果について確認しました。 

② ３名相手に並列に説明・ガイドを行うシステムを作成

し、水族館において１カ月間実証実験を行い、動作を

確認するとともに、問題が生じる状況を特定しました。

対話の効果的な要約の方法についても実装しました。 

３．今後の展開 

音声処理と言語対話処理については、国際的にも高く評

価されるレベルのシステムが開発でき、その多くが統合シ

ステム（会話ロボット）に組み込まれています。今後、さ

らに被験者実験や実証実験を通じて、評価を進めるととも

に改善を図ります。応用場面に関しても、面接や相談など

のより複雑なタスクや、複数人が関わる対話を想定して、

研究を進める予定です。 
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